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高校生のインターンシップ高校生のインターンシップ

介護施設でのレクリエーション実習

鍛金・打ち出し技法の体験

樹脂製品の検品

生花の陳列



　生徒が在学中に自分の学習内容や進路などに

関連した就業体験を行うことをインターンシップ

といいます。産業の現場など様々な場所で就業

体験を行うことは、高校生にとって、将来の進路

や生き方を考えるうえで有意義なことです。

　関係の皆様のご理解とご協力をお願いいたし

ます。

◎実際的な知識や技術を学ぶ

◎学校の学習と職業との関係についての理解を深める

◎自己理解を深め、確かな職業観・勤労観を育てる

◎コミュニケーション能力の向上を図る

◎地域及び職業・産業に対する理解を深める

商品の梱包作業 鮮魚の出荷補助

保育実習

PCR操作の実践
（富山県立大学工学部）

バリアフリーの室内実験
（富山大学都市デザイン学部）

介護リフトの体験

建設現場見学

アカデミック・インターンシップ

大学等での実験・実習・演習を体験

職業系専門学科チャレンジ推進

地域産業発見探訪

県内企業や産業観光地などでの実技体験等

「キャリア教育推進委員会」や「キャリア教育連

絡協議会」において、高校生のインターンシップ

等キャリア教育の充実について協議します。

起業や新商品開発、高度な専門知識・技術の

習得等のアントレプレナーシップの醸成や学

科間連携の推進に資する実践的な体験活動等

円滑なキャリア教育推進に関する会議円滑なキャリア教育推進に関する会議

「 社会へ羽ばたく『１７歳の挑戦』」「 社会へ羽ばたく『１７歳の挑戦』」

活 動 の 意 義活 動 の 意 義

インターンシップとはインターンシップとは
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中学生の「１４歳の挑戦」や、大学生のインターンシップとの相違点を教えてください。

職場体験を行う点では同じですが、発達段階に応じた目的をそれぞれ持って活動しています。

中学生の「１４歳の挑戦」は、規範意識や社会性を高めることに主眼を置いています。

高校生のインターンシップは、自分の生き方や進路を考えるための学習活動です。

大学生のインターンシップは、社会・職業への移行を見据えて、より現実的なイメージを持つことを目的としています。

インターンシップの活動内容は、どのように決めるのですか。

事前に学校の担当者と十分に打ち合わせを行うことが大切です。インターンシップの取組は文部科学省ホーム

ページ「中学校・高等学校キャリア教育の手引き」が参考になります。
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Q&A

富山県経営者協会 富山経済同友会
富山県中小企業団体中央会 富山県商工会議所連合会
富山県商工会連合会 富山県薬業連合会
富山県漁業協同組合連合会 富山県建設業協会
富山県老人福祉施設協議会 富山県保育連絡協議会
富山県国公立幼稚園・こども園長会 富山県商工労働部労働政策課
富山県農林水産部農業経営課 富山県厚生部厚生企画課
富山県厚生部こども家庭室 富山県労働局職業安定部職業安定課
富山県高等学校PTA連合会 富山県高等学校長協会普通科部会
富山県農業教育振興会 富山県工業教育振興会
富山県薬業教育振興会 富山県商業教育振興会
富山県水産教育振興会 富山県家庭科教育振興会
富山県看護教育振興会

県内の企業等関係者、各教育振興会、PTA等により構成され、キャリア教育の充実
について協議します。

 キャリア教育連絡協議会 キャリア教育推進委員会

〔推進委員〕
各県立高校教員1名

　キャリア教育を充実させてい
くうえでの諸課題（研修時期や
人数、研修先等）について検討
し、各高校におけるキャリア教育
を円滑に推進します。

高校生のキャリア教育を支援する組織

◎高校生のインターンシップは、教育活動の一環です。

◎早期の採用活動を目的として行うものではありません。

◎生徒の安全確保や事故防止に十分に留意してください。
お願い

○高校生の前向きに学ぼう、役立とうという
意欲に、私たちも改めて働くことの楽しさ
を学ばせてもらった。

○地元に頑張っている企

業があることを知って

もらえるとても良い取

組であり、将来、地元に

帰ってくるきっかけに

もなるのではないか。

○身だしなみや挨拶といった基本的なことが

しっかりと身についており、指導する側とし

ても気持ちよく接することができた。

○仕事の楽しさや仕事をする意義、年配の方

に対する態度や言葉遣いなどについて深

く学ぶことができた。

○富山県にある企業に

ついて知り、働く上で

重視することなど、働

くことについての視野

が広がるとともに、地

元企業への就職に興味が湧いた。

○普段、見ることや触れることのできない機

械や作業を見学・体験することができ、企

業の技術力の高さを感じた。
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ネギの出荷調整

配線作業


